
◆第125回　いたばしボランティア・市民活動フォーラム◆
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人生半ばで事故や脳血管系の病気で高次脳機能障がい等の障がいを持たれた方々は、

病院から地域生活へと高次脳機能障がいと向きあいながら移行していきます。

今回は高次脳機能障がい当事者パネラーから、高次脳機能障がいという特性と向き合

いつつ、どのように付き合ってきたのか経験を披露して頂きます。

高次脳機能障がいはだれにでも起こり得る障がいですが、社会のありようは未だ未だ

あまりにも未発達です。高次脳機能障がい当事者の将来の方向性をヒントに、社会の

受け入れ、また、ありようを皆で考えましょう。

高次脳機能障がいの当事者が日々どのような生活を送っているのか、直接生の声を聞

ける貴重なフォーラムになる事を期待したいと思います。

共　　　催　 板橋区教育委員会（生涯学習課大原生涯学習センター）

      　　　　　特定非営利活動法人　ボランティア・市民活動学習推進センターいたばし

企画運営　　中途障害者と家族の会　のびるの会　

　　　　　　　　特定非営利活動法人　みんなのセンターおむすび

協　　　力　　特定非営利活動法人　東京高次脳機能障害協議会

　　　　　　　　板橋区地域自立支援協議会高次脳機能障がい部会

日　  時　　平成31年3月10日（日）13時30分～16時00分（受付/13時00分）
会　  場　　仲宿地域センター　3階レクホール
　　　　　　　　板橋区氷川町12番10号（最寄駅　都営三田線板橋区役所前駅A3出口　徒歩7分）　

対　　象    どなたでも　（高次脳機能障がい者と家族・支援者・関心者など）

定　　員　　50名（事前申込なし、当日先着順）

参 加 費　　無料

問い合せ　　みんなのセンターおむすび　電話03-3579-7059

内　　容

　　１　趣旨説明　中途障害をもつ人のデイサービスをつくろう会代表　  本山千惠子

　  ２　パネルディスカッション　「高次脳機能障がいとのつきあい方」

                                                司会者　　　　目白大学教授　  會田玉美

　　　　パネラー　　　高次脳機能障がい当事者の方々　

　３　グループワーク

　４　まとめ・総評　　　會田玉美

　５　閉会の挨拶　　　特定非営利活動法人　

                           ボランティア・市民活動学習推進センターいたばし  廣瀬カズ子


